
インドネシア教育振興会 (IEPF) 

設立の目的 

当会は、「えんぴつ一本からできる国際ボラン

ティア」をスローガンに、インドネシアの子ど

もの教育振興を第一の目的として設立致しまし

た。文具をはじめとする寄付品の配布、学校・

図書館の建設などを通して、ひとりでも多くの

子どもに教育機会を広げる活動を行なっていま

す。また、そのような活動のなかで現地と日本

の児童・生徒を仲介することで、日本の子ども

たちに国際理解と国際協力、互恵と寛容の精神、

そして地球市民としての意識を育むことも、当

会のもうひとつの大きな目的です。日本側から

の一時的、一方的な「支援」ではなく、両国の

子どもたちの間に、心のつながった継続的な「相

互関係」を築くことを目指しています。 

 

組織の構成 

代表理事 窪木靖信 （根岸研究室）                       

理事 野平慎二 愛知教育大学 学校教育講座教授 

理事 根岸秀行 富山大学 人間発達科学部教授 

監事 橋本とみ子 会社役員 

顧問 佐藤幸男 富山大学 人間発達科学部教授 

組織の概要（設立当時） 

インドネシアは、宗教や民族の紛争、貧困な

ど、地球規模の問題を多く抱えた国です。当会

は、現地の子どもたちの劣悪な生活環境や教育

環境をインターネットで広く発信し、支援を呼

びかけています。それを受けて、特に日本の小

中高校生が、クラスや生徒会単位で、文具をは

じめとする寄付品の送付に取り組んでおり、当

会ではそれらを直接現地の子どもたちに手渡し

ています。自分たちの描いた「絵」の交換など、

児童生徒の発案になる新しい交流も始まってお

り、当会はそうした交流もサポートしています。

また、現地の事務局・法人を中核として、道徳・

平和教育や環境教育のための教材開発、小学校

の再建、設置にも取り組み、子どもたちの識字

化の促進や地球環境保全に力を注いでいます。 

寄付案内 

当 NGO では、ヒカリ幼稚園・小学校をはじめと

する学校校舎の新築・増築工事の資金、教材購

入資金を募集しています。皆様のご理解とご協

力をお願い致します。 

 寄付は、下記の口座・郵便振替又は、 BALI の

口座へお願い致します。また、鉛筆やノートな

どの文房具につきましては直接現地教育法人,  

Yayasan Semarak Pendidikan Indonesia(YSPI)

（Dr.Hasim）宛にお願い致します。尚、送られ

た方はメールにてご連絡頂ければ幸いです。 

活動実施や報告につきましては Web Siteをご覧

下さい。  
 

[送金先] 北陸銀行  清水町支店  

口座番号  普通 ６０３２４２６ 

口座名 （シヤ）インドネシア教育振興会 

 

[送金先] 郵便振替  

口座番号 00790-6-51002  

加入者名 IEPF  

 

[送金先] BCA (Bank Central Asia)  

Branch （支店） : KCP Kartika Plaza  

Account Number（口座番号） : 4040134803  

Name : Yasunobu Kuboki 

 

Japan Office                

930-1313 富山市中滝 142－9 

Tel/ 090-3764‐0583  

Indonesia Office  /  (YSPI) 

Jawa: Kampung Koceak, Desa Keranggan RT 

06/ Rw 02, Kec SETU, Tangerang Selatan, 

Banten,15312,  INDONESIA 

Web Office 

Url: http://www. baliwind.com/ 

https://www.facebook.com/iepfjp 

Email: sb930jp@yahoo.co.jp   

 

Yuk Kita Buat  

Indonesia Bagus! 
 

Indonesian Education Promoting 

Foundation (IEPF) 

一般社団法人 

インドネシア教育振興会 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 えんぴつ一本からの国際ボランティア 

 

caring for children 

building a future 



インドネシアの教育・現状 

貧困のために義務教育も与えられない、中学

に通えない子ども達や多くの問題がいまだにイ

ンドネシアに存在しています。 

 

 

1996年に経済的な理由で学校を辞めざるを得

ないインドネシアの子ども達の数は約600万人

と言われています。そして、1997年に始まった

経済危機でインドネシア国民の生活は大きな打

撃を受け、貧困層と富裕層の格差は益々広がり、

学校へ行けなくなった子ども達が増えました。 

 
     （バンドン山間部・2005 年弊会が改築支援） 

また、子どもが増える一方で、政府の教育予算

が少なく、公立中学校の数がそもそも不足した

まま現在に至っています。 

 

Ｉ Ｅ Ｐ Ｆ の 活動 

 新教科の開発 

 
  JICA 草の根技術協力・パートナー型で、インド

ネシア小学校の新教科「環境」の開発。2017 年か

ら中学校の新教科「環境」の開発中。 

 教材開発  

  

 現地の道徳・平和・環境等の教材開発と製本・配

布、そして日本の児童・生徒向けの国際理解・支

援の教材開発をしています。 

 教育場の改善 

 
現地の幼稚園から小学校の運営をサポートし 

中学・高校・大学の設立・建設を目指してます。 

 
 

 循環型社会形成 ・環境教育 

 

地球環境基金の助成活動の一環として、市民向

けに現地政府と協働で、地球環境に良いことを実

施しています。 （２R・３R運動を展開） 

 

 ワンコイン・プロジェクト 

500 円玉１つで、小学校や図書館にメッセージ付

の本を 1 冊届けるプロジェクトです。 

    http://www.baliwind.com/onecoin.html 
 

 里親制度   

 学費を払えない成績の良い子には、奨学金を支

給します。フォスター・ペアレント(里親)を募集

しています。里親には一口の援助金として年間

24,000 円（最低３年）をお願いします。(72,000

円一括) 

 

 スタディ ツアー・インターンの受入 

 
スタディツアーの主催や大学ゼミ・家族単位や 

個人ツアーの企画・受入をしています。 


